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１ 研究の概要 

（１）研究主題設定の理由 

  本校の校内研究の主題を「児童が主体的に学ぶ資質・能力を育成する体育授業をデザインする」と設定し

た。本校児童の実態を把握するために行ったアンケートでは、児童は運動そのものだけでなく、分かる・でき

るようになる過程や友達との関わりを大切にしながら学びたいと願っていることが分かった。また、本校の教

師が目指す児童像は、自ら課題を見いだし、解決に向けて考えたり試したりしながら、仲間と共に学びを深め

ていく児童である。体育の授業においても、児童が自分に合った課題を意識し、動きや作戦を工夫したり、互

いのよさを認め合ったりする学びを通して、主体的に学ぶ態度を育てていくことが重要であると考えた。 

また、学習指導要領では、体育科の目標として「生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツラ

イフを実現する資質・能力の育成」が示されており、そのためには「主体的・対話的で深い学び」の実現が求

められている。児童が運動の楽しさやできる喜びを実感し、自ら学びに向かう姿を育てるためには、課題設定

や学習過程、振り返りの在り方を工夫した授業づくりが不可欠である。以上のことから、児童が主体的に学ぶ

資質・能力を育成する体育授業の在り方について研究を進めていくこととした。 

 

（２）研究組織           ◇は研究研修部 

  

（３）研究方法 

・基礎研究：学習指導要領や各種学習資料を収集・分析し、共通の知見を得る。 

・調査研究：子どもの実態や課題、教師の実践等を質問紙調査し、分析する。 

・実践研究：全領域での検証授業を実施し、子どもの変容や活動状況のデータを基に授業を評価し、検証する。 

 

（４）研究経過 

日付 内容等 

４月３０日（水） 研究全体会 今年度の研究について 

５月１４日（水） 研究全体会 研究組織発表 分科会 組織顔合わせ 

６月２３日（月） 研究全体会 研究構想図について 分科会 指導案検討 

９月１７日（水） 研究授業①ゲーム 授業者 ３年 藤本 禎子 主任教諭 

講師 調布市立八雲台小学校 指導教諭 小島 大樹 先生 

１０月２９日（水） 研究授業②器械運動 授業者 ４年 斎藤 友理主任教諭 

講師 品川区教育委員会事務局指導課指導主事 黒澤 有貴 先生 

１１月１９日（水） 研究授業③表現リズム遊び 授業者 ２年 若菜 紋子 主幹教諭 

講師 新宿区立西早稲田中学校 副校長 田中 茂樹 先生 

１２月２４日（水） 研究授業④体つくりの運動遊び 授業者 １年 山口 凌平 教諭 

講師：文京区立誠之小学校 指導教諭 岩田 純一 先生 

２月１８日（水） 研究のまとめ 

 

 

◇千葉大輔 田仲夏望 錦織忍 三宅広明 藤本禎子 田口湧大 新明勇人  

◇宇佐美洋輔 

◇齋藤友理 小泉研介 大澤愛 森麻美 眞野滉平 佐藤真理子  

◇新野葉月 松本修平 

◇安部康人 寺中友紀 秋本哉太 坂田果歩 山岸幸枝 村松玲  

◇若菜紋子 森和弘 渡邊可菜子 稲岡千晶 

◇山口凌平 宮澤南羽 渡邊拓美 小野澤昭彦 新見由輝 井門隆 吉田杏里 

◇角谷柚香 

研
究

研
修

部

ゲーム部会

器械運動部会

表現リズム遊び運動部

会

体つくり運動部会



２ 研究構想図 
＜令和 6年度の研究成果＞ 
研究主題：「運動の楽しさを味わうことのできる体育学習」 

【成果】 

○城南授業スタイルの作成できた 

○感覚づくり・音楽の活用が有効だった 

【課題】  

○研究主題に迫るための一貫した手だてが必要 

＜学習指導要領＞ 

運動の楽しさに気付き、運動や健康につい

ての興味や関心を高め、課題の解決に向け

て自ら粘り強く取り組み、考察するとともに

学習を振り返り、課題を修正したり新たな

課題を設定したりするなどの主体的な学び

を促すこと 

＜児童アンケート＞R7.5実施 

・できなかったことができるようになると楽しい 53％ 

・友達と協力して取り組むと楽しい 48％ 

・たくさん運動ができたとき楽しい 47％ 

・できなかったことがそのままできないときつまらない 37% 

・どうやればいいかわからないときつまらない 35％ 

・目標やめあてがわからないときつまらない 27％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学ぶ姿 主体的に学ぶために必要な資質・能力 必要な授業要素 

○課題を選んでいる 

○課題を修正している 

○粘り強くチャレンジしている 

○授業を楽しんでいる 

○進んで取り組んでいる 

○友達と教え合っている 

○自己の最善を尽くしている 

○自分で考え取り組んでいる 

○粘り強く試行錯誤する力 

○自己調勢力 

○メタ認知能力 

○友達と関わりあう力 

○自己肯定感 

○自ら考えて取り組む力 

○工夫する力 

○目標の明確化・ 

○意欲を高める課題設定 

○選択、工夫できる活動 

○振り返りや共有の時間をもつ 

○成功体験の蓄積 

○仲間と協力・応援しあう環境 

○児童の行動を支援し、価値づけ 

研究主題に迫る具体的な手だて① 研究主題に迫る具体的な手だて② 研究主題に迫る具体的な手だて③ 

単元計画の工夫 

学びのサイクルに基づく単元計画を作成する。 

○ 「やってみたい」→「どうしたら○○できる」→「も

っと○○したい」の学びのサイクル 

○ 「子どもに委ねること」と「教師が導くこと」の明

確化 

○ 児童の意見を反映 

○ 単元計画の提示 

運動（遊び）内容の工夫 

課題解決に必要な運動（遊び）を設定する。 

○ 感覚づくりの運動の設定 

○ 課題解決するために必要な運動（遊び）の設定 

学習カードの工夫 

めあて・課題解決方法の選択・振り返りができる学習カ

ードを作成する。 

○ 個人のめあて 

○ 課題解決方法の選択 

○ 振り返り 

令和7・8年度 研究主題 

児童が主体的に学ぶ資質・能力を育成する体育授業をデザインする 

研究仮説 

「やってみたい」→「どうしたら○○できる」→「もっと○○したい」の学びのサイクルを通して、課題解決の仕方を理解
し、運動の楽しさや課題解決の喜びを実感することができれば、主体的に学ぶ資質・能力を身に付けることができる
だろう。 

研究方法 

基礎研究：学習指導要領や各種学習資料を収集・分析し、共通の知見を得る。 

調査研究：子どもの実態や課題、教師の実践等を質問紙調査し、分析する。 

実践研究：全領域での検証授業を実施し、子どもの変容や活動状況のデータを基に授業を評価し、検証する。 

 

本研究のゴール 
①主体的に学ぶ資質・能力を育成する体育授業をデザインする。 
②体育科で培った主体的に学ぶ資質・能力を育成する実践を他教科へと広げる。 



３ 実践報告 

ゲーム／３年「ハンドボール」 

単元計画 

 

本時案 第６時  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 技と出会う 課題を見つける                                            課題を解決する 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６(本時) ７ 

ね
ら
い 

・学習のねらいや進め方、用具の
使い方、各技の技能ポイントを知
り、単元の見通しをもつ 

・より自分に合った学習課題を探したり、解決したりする。 
・自分の課題に合った場や方法を選び、友だちと伝え合いながらチー
ム（自分）に合った課題解決を見付ける 

・ゲームに勝つためにチームで課題解決をす
る 

主
な
学
習
活
動 

1整列・あいさつをする。 
2単元の見通しをもつ。 
3本時のめあてを確認する。 
4 用具の準備の仕方や約束を確
認して・準備する。 

5準備運動・チーム練習をする。 
6試しのゲーム①をする。 
7試しのゲーム①を振り返る。 
8試しのゲーム②をする。 
9用具の片付けをする。 

10ゲーム全体を振り返る。 
11整理運動をする。 
12あいさつをする。 

 
1整列・あいさつをする。 
2用具の準備を行う。 
3本時のめあてを確認する。 
4準備運動・チーム練習をする。 
5ゲーム①をする。 
6ゲームの振り返りをする。 
7ゲーム②をする。 
8学習の振り返りをする。 
9用具の片付けをする。 

10整理運動をする。 
11あいさつをする。 

1整列・あいさつをする。 
2用具の準備をする。 
3本時のめあてを確認する。 
「これまでの成果を発揮させよう」 
4準備運動・チーム練習をする。 
5ゲーム① 
6振り返り（チーム） 
7ゲーム② 
8用具の片付けをする。 
9整理運動をする。 

10単元の振り返り、学習課題の解決を図る（第
７時のみ） 

11あいさつをする。 
            

                             第３時             第４時            
                        コーン（まと）が２個     コーン（まと）は１個に 

                           コーンの周りを広げる   コーンの周りは広げたまま 
最初のコート図 

 
                                     第５時 
                                   審判２名が的のところでジャッジする。                                                                                                                                            

段階 学習内容・活動 〇指導上の留意点◆評価 

導
入 

１あいさつ 

２用具の準備をする。（２分） 

３準備運動（２分） 

４学習内容と本時のめあてを確認する。（１分） 

  

５チーム練習（４分） 

６話し合い・作戦タイム（４分） 

 

〇安全に場の準備ができるように、役割を明確にし

ておく。 

 

 

 

〇ボール操作を十分に行えるような練習をする。 

展
開 

７ゲーム①（７分）３分×２ 

８振り返り（５分） 

 

 

 

 

９ゲーム②（７分）３分×２ 

１０用具の片づけをする。（２分）  

 

１１整理運動（２分）  

 

〇チームの作戦をチーム全体で共有させるために

作戦カードを活用する。 

〇ゲーム①を終えて、よかった点や課題をチーム全

体で確認し、ゲーム②でよりよくできるようにす

る。スペースを活用できていた児童を取り上げ、

スペースを指導する。 

〇ゲーム②への意欲を高めさせるために、作戦がで

きていないチームに支援・助言をする。 

◆知識・技能 

作戦を成功するための自分自身の役割を理解

し、得点をするための動きができている。（観

察・カード） 

〇チームの作戦ができているのかを価値付けする

ために、事前に作戦を確認しておく。 

ま
と
め 

１２学習の振り返りをする。（６分） 

 チーム→全体 

 

 

 

 

１３あいさつ 

〇なぜ、パスを回すと得点につながると思うか問い

返し、意識できるようにする。 

◆思考・判断・表現 

チームの特徴に合わせた、作戦を実行することが

できている。（観察・カード） 

手立て 

・空いているスペースへ

動くことを知識として教

える。 

 

・単元の初めは共通の

めあて、中盤では個人、

後半ではチームのめあ

てを設定する。 

 

・単元で自分の成長や

課題が分かる学習カー

ドを 1枚にまとめる。 

 

【チーム】 

１．チーム・個人のよかったところの確認 

２．次の試合に向けての確認 

【全体】 

Ｔ：作戦は成功することができたでしょうか。 

Ｃ：パスを意識して作戦を成功することができました。 

Ｃ：相手のディフェンスが上手で作戦がうまくいきませんでした。 

Ｃ：自分の役割を意識したらできました。 

たくさん点を入れるために、チームの作戦を選んで、ゲームをしよう 

めあて 

第２時 

「たくさん点を取ろう」 

第３時 

「たくさん点を取る方法を考えよう」 

第４時 

「チームにあった作戦を考えよう」 

第５時 

「チームの作戦を成功させよう」 

ゴールゴール

初めのルール 

➀ボールを持ったら歩けない 

➁ゴールにあたったら１点 

③１チーム４人 

④１試合３分 

第５時までに加わったルール 

まとをたおしたら２点 

まとに当てたら帽子を赤にする 

リーダー以外の人が当てられたら２点入る更にたおしたら

合計で３点入る 

ボールをもったら素早くパスする 

まとの周りにボールが入ったらコーナーからパスをする 



器械運動／４年「とび箱」 

単元計画 

段階 技と出会う 自分の課題を見付ける 自分の課題を解決する 

時 １ ２ ３ ４ ５（本時） ６ 

ね

ら

い 

学習の見通しがもてるよ

うにする。 

切り返し系の技の行い方

を知り、自分の力に合った

技に挑戦できるようにす

る。 

回転系の技の行い方を知

り、自分の力に合った技に

挑戦できるようにする。 

課題を解決するための活

動を工夫できるようにす

る。（切り返し系） 

 

課題を解決するための活

動を工夫できるようにす

る。（回転系） 

 

今できる技を選んで取り

組んだり、新しい技やでき

そうな技に挑戦したりす

ることを楽しむ。 

主

な

学

習

活

動 

1 整列・挨拶 

2 めあての確認 

3 準備運動 

4 オリエンテーション 

・学習の進め方を知る。 

・器械・器具の準備の仕

方や場の設置の仕方

を知る。  

5 主運動につながる運   

 動 

・うさぎ跳び、馬跳び、

かえるの足打ちなど 

6 自己の能力に適した

基本的な技に取り組

む。 

・開脚跳び・台上前転 

7 片付け 

8 ふり返り 

9 整理運動 

10 整列、挨拶 

 

 

6 切り返し系の技の行

い方を知る。 

7 自己の能力に適した

技に取り組む。 

 

 

 

 

・友達と動きを見合い、

技のポイントができ

ているかを確認する。 

 

 

 

 

8 見付けたコツや上手

くいかなかったこと

を共有する。 

 

 

6 回転系の技の行い方

を知る。 

7 自己の能力に適した

技に取り組む。 

 

 

 

 

・友達と動きを見合い、

技のポイントができ

ているかを確認する。 

 

 

 

 

8 見付けたコツや上手

くいかなかったこと

を共有する。  

 

 

6 課題を確認する。 

 

7 課題に合った場を選

んで技に取り組む。 

 

 

 

 

 

・友達と動きを見合い、 

 ポイントを確認する。 

 

 

 

8 見付けたコツや上手

くいかなかったこと

を共有する。 

 

 

6 課題を確認する。 

 

7 課題に合った場を選

んで技に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

・友達と動きを見合い、 

 ポイントを確認する。 

 

 

8 見付けたコツや上手

くいかなかったこと

を共有する。 

 

 

6 取り組む技を選び、挑

戦する。 

7 友達同士で技を見合

い、よい動きを見付け

る。 

8 できるようになった

ことを伝え合う。 

本時案 第５時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 学習内容・活動  〇指導上の留意点◆評価 

導 

入 

１整列・挨拶 

２めあての確認 

 

 

３準備運動 

４器械・器具の準備 

 

５感覚づくりの運動 

〇服装の確認し、安全に学習できるようにする。 

 

 

〇首、手首、腰等のほぐしに留意する。 

 

〇安全に気を付けて素早く準備できるように声掛け

する。 

〇重ねたマットの上で前転を繰り返す場や坂マット

での前転を行うことで、台上前転に関連した基礎

感覚を身に付けることができるようにする。 

展 

開 

６課題の確認 

 

７確かめタイム：課題解決の場で意識すべきポイントを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

８チャレンジタイム：自分の課題に合った場で練習をす

る。 

 ・友達と見合い、アドバイスし合う。 

 ・途中で場を移動して、新たな課題に取り組む児童も

いる。 

〇前時までの学習の中で、児童から出た回転系の

技の課題を振り返ることで、児童が課題を明確に

することができるようにする。 

〇どんな動きに気を付けたら上手くいきそうかなど

の問いかけをすることで、気付きの共有を促す。

児童が自分の課題を解決できそうか考えられる

ように支援する。 

 

〇個々の動きを観察し、助言をすることで、児童同

士で見合う活動を促す。 

〇安全の確保と、待ち時間の少ない場の設定に配

慮する。 

◇課題を解決する場について理解し、自分の課

題に合った練習の場を選ぶことができている 

ま 

と 

め 

９整理運動 

10 振り返り 

 

11 片付け 

12 整列・挨拶 

 

〇首、手首、腰等のほぐしに留意する。 

〇動きが高まった児童を紹介することで、コツを発

見することや、課題に合った場で練習することの

よさを実感できるようにする。 

〇場の片付けを友達と一緒に行っている児童を称

賛することで、協力することの意欲を高めることが

できるようにする。 

手立て 

・感覚づくりの運動（踏切の場、ま 

たぎ腰の場、個仕上げの場）を

設け、主運動につなげるための

補助運動を行う。 

・心理的安心のためにマットを使 

ったり段数を下げたりする課題

解決の場を設ける。 

 

・学習カードを 1枚にまとめること 

で、単元を通して振り返りができ

るようにする。 

 

・１時間の中では、教師は全ての 

児童を見ることは難しいため、単

元を通して全ての児童を見ること

ができるように、動画を撮った

り、児童の振り返りカードを活用

したりする。タブレットを１台設置

し、児童が自分の動きを録画し、

提出させる。また、教師が踏切、

着地などのチェックポイントを絞

り、重要チェックポイントとして例

示し、児童がペアで相互評価で

きる仕組みを作る。 

（例）かかえ込み跳び 

・ステージの上へうさぎ

跳びで上がり、腰を上げ

る。 

・2 台並べた跳び箱の間を

跳び越す。 

1 整列・挨拶 2 めあての確認 3 準備運動 4 器械・器具の準備 5 感覚づくりの運動 

〈基本的な技〉 

・開脚跳び 

〈発展技〉 

・かかえ込み跳び 

9 整理運動   10 ふり返り   11 片付け   12 挨拶 

〈基本的な技〉 

・台上前転 

〈発展技〉 

・伸膝台上前転 

（例）台上前転 

・重ねたマットの上で回転

する。 

・マットをかぶせた跳び箱

の上で回転する。 

 

 

 

 

〈ポイント〉 

・着手「パン」で突き放し

ているか。 

・腰が上がっているか 

〈ポイント〉 

・手は手前について体を支

えているか。 

・腰を高く上げて、体を丸

められているか。 

自分の課題に合った場を選び、技をよりよくしよう。 

（例）台上前転 

・手をつく位置に印を置いた場（手の付く位置を調節） 

・重ねたマットの上で回転する場（安心） 

・マットをかぶせた跳び箱の上で回転する場（安心） 

・ロイター板を蹴って腰上げする場（腰を高く上げる） 

 

 

 



表現リズム遊び／２年「ジャングルへ行こう」 

単元計画 

段階 運動との出会い やってみよう（習得）                              広げよう（活用） 

時 

１ ２ ３ ４ ５ ６（本時） ７ 

ね
ら
い 

・学習のねらいや進め方を知り、単元の見通し

をもつ。 

生き物を表現する お話を表現する ・友達のより良い動きを見つけ

たり、友達の動きに参加した

りして表現する。 
・生き物の動きをとらえて、なりきって表現する。 ・生き物のイメージを「大変だ！」を 

とり入れて、簡単なお話を表現す

る。 

学
習
活
動
・
内
容 

１，あいさつ ２．心と体をほぐす（ストレッチ、感覚づくりの運動。リズム遊び） ３，めあての確認 

4 単元の見通しをもつ。 

5  本時のめあてを確認する。 

6 「ジャングルへ行こう」動きのバスケット

をみていろいろな動きを試す。 

7 本時を振り返り、次時への見通しを 

もつ。  

8 学習の振り返りをする。 

9 挨拶をする。 

4 イメージタイム 

「ジャングルへ行こう」動きのバスケットを見ながらジャングルのいろいろな生き

物の動きや、出来事を表現する。 

5 自分たちでやってみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 発表タイム 7 自分たちでもう一度やってみよう 

4 本時の目当てを確認する 

5 「ジャングルへ行こう」発表 

会をする 

 

 

 

 

 

 

 

6 単元を振り返り、学習の 

まとめをする。 

７ あいさつ 

8 学習の振り返り 9 クーリングタイム 10 あいさつ 

リズム太鼓 

音源 

振り返りカード 

動きの貯金箱 

 

本時案 第６時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 学習内容・活動 〇指導上の留意点 ◆評価 

導
入 

 

１ あいさつ 

２ 心と体をほぐす 

・ストレッチ リズム遊び 

・ミラー運動（２人組） 

・スロー、ファスト・ストップゲーム 

・動物歩き 

 

３ めあての確認 

・今日の学習活動を全体で確認する。 

 

 

 

 

○音楽に合わせ、はじめはゆったり、徐々に大きな動きになるよう、

体を動かし、心と体のウォームアップを行う。 

 

 

〇前時までに踊った動きを取り入れながら、全身で大きく表現する

ことができている児童をほめ、互いに高め合っていけるようにす

る。 

展
開 

 

４ イメージタイム 

・前時での児童の良い表現を振り返る。 

・本時の題材の具体的な動きをイメージし、全体で共有

する。 

（例１）川を泳いでいるワニ 

    大変だ！川が洪水だ 

（例２）はらぺこなピラニアが泳いでいる 

    大変だ！獲物が落ちてきた。 

 

５ 自分たちでやってみる 

・教師の用意したカードをめくり、提示されたお話につ

いてペアの友達と相談しながら音楽に合わせて表現

する。 

 ①全員で表現する 

 ②グループごと表現し、お互いの表現を見合う 

 

６ 発表タイム 

各グループの発表を見て、よかったところを伝え合

う。 

①指名されたグループが個別に表現する 

 

７ 自分たちでやってみる 

  

 

 

○前時で、お話を全身で表現できていた児童を紹介し、どこ

がよかったのか確認する。 

○「ジャングルの生き物」「大変だ」２場面を組み合わせ絵簡

単なお話を表現させる。 

〇全員で発表したり、いくつかのグループに分かれてお互い

の発表を見合ったり、個別に発表させたりする。 

○全身で大きくお話を表現できている児童を褒める。 

○支援を要するグループや児童には、動きのバスケットを見

ながら、どのような動きができるかを一緒に考える。動き

に少しでも変容が見られたら賞賛する。 

〇発表を数回繰り返すことにより、児童に次はもっと大げさ

に表現してみたいという思いをもたせ、学びのサイクルが

生まれるようにする。 

 

◆題材の主な特徴を捉え、全身で表現することができる。【知

識・技能】 

 

ま
と
め 

8 学習の振り返り 

・めあてのふり返り（◎○△）、友達のよかったところ、

今日の学習を終えて考えたことを振り返りカードに

書く。 

・友達の動きや自分たちの踊りでよかったところを発表する。 

9 ストレッチをして、心と体を落ち着かせる。 

10あいさつをする。 

○何を伝えたらよいか分からない児童には、「動きのバスケット」を見

ながら、できていたものを確認させる。 

〇題材の特徴にふさわしい様子や動きを選んだり、友達の良い動き

を見つけたりしている児童を褒めて、次の学習につなげる。 

 

 

○落ち着く音楽で、心と体を落ち着かせる。 

◆題材の特徴を捉えて踊るとともに、考えたことを友達に伝え

ている。【思考・判断・表現】 

 

手立て 

・イメージタイムで、本時のめあ

てを意識させる。 

・動きにあったＢＧＭを選 

ぶ 

・学習カードで自分の動きを振り

返ったり、友達の良い動きを見

つけて書いたりする。 

・動きの価値づけをし、良い動き

を皆に紹介したりする。 

・カードをめくって、即興的に表

現するようにする。 

 

お話を作ってひょうげんしよう 

【見通しをもつ】 

〇〇の動物を表現しよう 

 

【表現してみる】 

もっと大きく表現したいな 

 

【表現を振り返る】 

〇〇さんのうごきがかっこいいな 

表現したい題材を選んで表現す

る。前時までの学びを生かして

「ジャングルへ行こう」の表現

をもっと楽しむ。 

動きのバスケット（＊児童からイメージを募集し、絵や言葉でイメージを膨らませる） 

 

生き物                        出来事（大変だ！） 

大へんだ 川がこうずいだ  

  

大へんだ えさがおちてきた  

 

大へんだ てきがおそってきた 



体つくりの運動遊び／１年「多様な動きをつくる運動遊び」 

単元計画 

段階 運動との出会い 自分の課題を見付ける                       自分の課題を解決する 

時 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７（本時） ８ 

ね
ら
い 

〇体を移動する運動遊

び 

〇体のバランスを

とる運動遊び 
〇力試しの 

運動遊び 
〇用具を操作する運動遊び 

・ いろいろなうんどうあそびをたのしもう 
ボールを 

なげよう 

ボールを 

とろう 
なわをとぼう 

つかって 

あそぼう 

くふうして 

あそぼう 

学
習
活
動
・
内
容 

  

 

 

4 這う、歩く、走るなど

の動き 

（動物歩き） 

 

 

 

7 跳ぶ、はねるなどの動

き 

 

 

 

10 整理運動 

11 振り返り 

 

 

 

 

4 回るなどの動

き 

 

 

 

 

7 バランスを保

動き 

 

 

 

10 整理運動 

11 振り返り 

 

 

 

 

4人を押す、引く

動きや力比べを

する動き 

 

 

 

7人を運ぶ、支え

る動き 

 

 

 

10 整理運動 

11 振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

【ボール】<投げる・捕る> 

4 めあての確認 

5 やってみる時間  

6 学びを価値づける時間 

一単位時間のねらいに基づいた子

供の姿を紹介し、共有する時間 

7 もう一度やってみる時間 

っとやりたい、上手になりたい、友

達の場で遊びたい、などに取り組

む時間 

8  用具の片付け 

9  整理運動 

10 振り返り（学習カード） 

 

 

 

 

 

 

【縄】<跳ぶ> 

4 めあての確認 

5 やってみる時間  

6 学びを価値づける時間 

一単位時間のねらいに基づいた子

供の姿を紹介し、共有する時間 

7 もう一度やってみる時間 

もっとやりたい、上手になりたい、

友達の場で遊びたい、などに取り

組む時間 

8 用具の片付け 

9 整理運動 

10 振り返り（学習カード） 

 

 

 

 

 

 

【フープ】<回す・転がす> 

4 めあての確認 

5 教師主導の運動 

（３種の運動遊びの視点から） 

6 やってみる時間 

運動遊びを工夫する時間 

7 学びを価値づける時間 

一単位時間のねらいに基づいた子

供の姿を紹介し、共有する時間 

8 もう一度やってみる時間 

もっとやりたい、上手になりたい、

友達の場で遊びたい、などに取り

組む時間 

9  用具の片付け 

10 整理運動 

11 振り返り（学習カード） 

   投げる（ボールを投げる） 

捕る（ボールを捕る） 

跳ぶ（縄を跳ぶ） 

 

回す（フープを回す） 

転がす（フープを転がす） 

本時案 第 7 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 学習内容・活動 〇 指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

１ 整列・挨拶をする。 
 
２ 準備運動をする。 
 
３ 用具の準備をする。 
 
４ めあてを確認する。 
 
 
 

 
 
〇 心と体のスイッチを入れるために、音楽に合
わせて準備運動をする。 

〇 アイテムゾーンを設け、そこに今日の授業
で使用する用具を運ぶ。 

展 

開 

５ やってみる時間（フラフープを回して遊
ぶ時間） 

 
６ 学びを価値づける時間（一単位時間
のねらいに基づいた子どもの姿を紹介し、
共有する時間） 
 ・ 腰で回している 
 ・ 腕で回している 
 ・ 足で回している 
 
７ もう一度やってみる時間 
 
  
 
 
８ 学びを価値づける時間（一単位時間の
ねらいに基づいた子どもの姿を紹介し、共
有する時間） 
・ 首で回している 
 ・ 動きながら回している 
 
９ もう一度やってみる時間 

〇 児童の動きのレパートリーを狭めないように
するために、動きの例示は行わない。 

 
〇 児童に、どのように回したか言語化を促
してから運動させることで、他の児童に視
点を与える。 

〇 個人で行っても、グループで行ってもよ
いとしたうえで、体の様々な部位で回して
いる児童を評価する。 

 
〇 技能の向上を目指す児童には、教師から
助言を行ったり、上手にできている児童に
助言をもらうよう声を掛けたりする。 

〇 様々な部位で回している児童を評価し
ながら、動きが加わっていたり、複数人で
行っていたりなどの工夫を評価していく。 

◆用具を用いた遊び方を工夫している。（イ
―②、巡視・発言） 

 

ま 

と 

め 

10 片付けをする。 
・ 安全に気を付けて片付ける。 
 
11 整理運動をする。 
 
12 振り返りを行う。 
 
13 挨拶をする。 

 
 
 
 
〇 学習カードを書く。 
◆用具を用いた遊び方を工夫している。（イ
―②、巡視・発言） 

手立て 

・児童の「やってみたい」「こんな風

に用具を動かしてみたい」という気

持ちを大切にし、動きのレパートリ

ーを増やすため、教師の模範となる

動きは見せない。 

・「良い動き」とはどんな動きかの視

点を明確にもち、それを気付かせる

ために言語化する時間を意図的に設

ける。 

・「良い動き」ができている児童や気

付いて言葉に表している児童を価値

付けする。 

 

フラフープをまわそう！ 

1.整列・挨拶 2. 準備運動（感覚づくり） 3.用具の準備 

5 工夫の共有 6 やってみる時間 

 

8 工夫の共有 9 やってみる時間 

 

用具を操作する運動遊び 

用具を投げる、捕るなどの動き 

 

用具を操作する運動遊び 

用具をくぐる、跳ぶなどの動き 

 

用具を操作する運動遊び 

用具を回す、転がすなどの動き 

 



４ 研究から明らかになったこと 

   身に付けさせたい資質・能力 

有効な手立て（〇） 
改善案（▲） 

子どもに委ねる
こと 

  知識・技能 思考・判
断・表現 

主体的に 
取り組む態
度 

ゲーム部会 

 
・空いている
スペースへ
動くこと。 

 
楽しくゲー
ムができる
ように簡単
なルールを
工夫する
力。  

 
規則を守り
誰とでも仲
良く運動す
ること。 

 

〇単元の初めは共通のめあて、中盤で
は個人、後半ではチームのめあてを設
定する。 
 
〇単元で自分の成長や課題が分かる学
習カードを 1 枚にまとめる。  

 
・友達と楽しく

仲良くゲーム
ができるため
のルール作
り。  

器械運動部会 

 

・両足で踏み
切ること。 
両手で着手
し、腕で体
を支えるこ
と。 
 
①踏切 → 
②着手 → 
③空中姿勢 
→ ④着地の
流れを安全
に感じ取ら
せること。  

 

・自分の課
題解決の
ために必
要な練習
の場を選
ぶ力。 

 

・安全に気
を付けて
運動した
り、準備
や片付け
をしたり
するこ
と。 

 

〇感覚づくりの運動（踏切の場、また
ぎ腰の場、個仕上げの場） 

 
〇心理的安心のためにマットを使った

り段数を下げたりする課題解決の
場。 

〇学習のゴール（第６時の活動）で
は、児童の考えを取り入れ、自分が
上手になった技や、得意な技を紹介
し合う時間を設けた。 

〇学習カードを 1 枚にまとめること 
▲１時間の中では、教師は全ての児童

を見ることは難しいため、単元を通
して全ての児童を見ることができる
ように、動画を撮ったり、児童の振
り返りカードを活用したりする。タ
ブレットを１台だけ設置し、児童が
自分の動きを録画し、提出させる。
また、教師が踏切、着地などのチェ
ックポイントを絞り、重要チェック
ポイントとして例示し、児童がペア
で相互評価できる仕組みを作る。 

 

・課題にあった
練習の場を選
択させるこ
と。 

  

表現運動部会 

・生き物の特
徴を捉え、
全身で踊る
こと。  

・友達の動
きを真似て
取り入れる
こと.。  

・運動遊び
に進んで
取り組
み、場の
安全に気
を付けた
りするこ
と。  

 

〇イメージタイムで、本時のめあてを
提示し、良い動きについて意識させ
る。 

〇動きにあったＢＧＭを流すストレッ
チや整理体操（ゆったりした音楽） 
主運動（ジャングルの音楽） 
〇学習のゴールで は、自分たちの
考えたお話をペアで発表し合う時間
を設けた。 

▲学習カードから良い気付きを紹介し
たり、大きな動きをしている児童を
皆に紹介したりする。 

▲即興的に踊るための手立てとして、
動物や、大変だの場面を記したカー
ドを用意する。 

 

・なりたい動物
や、「大変だ」
のお話の場面
を選ぶこと. 

 
  

体つくり運動

部会 

・色々な動き
に楽しんで
取り組み、
結果として
動きが身に
付くこと。  

・多様な動
きをつくる
遊び方を工
夫するこ
と。 

・多様な動
きをつく
る運動遊
びに進ん
で取り組
むこと。 

〇楽しい→やってみたいの学びのサイ
クルを意識した。 

〇楽しく運動に取り組む 雰囲気をつ
くることができるように、BGM を
流す。 

▲教師は用具操作の手本を見せず、ま
ず児童 に 動き方を委ねてみる。 

▲価値付けのねらいを明確にする。 

・運動の仕方を
楽しむ。 

 


